
第８６回 相模湖地区まちづくり会議 全体会 結果 

 

■ 日   時  令和５年８月２４日（木）・１９時開会 

■ 場   所  相模湖総合事務所 ３階 大会議室 

■ 出席委員数  １７名出席（４名欠席） 

■ 傍 聴 者  ０名 

 

１  開会 

 

２  代表あいさつ（河津代表） 

○河津代表からあいさつの後、代表の司会により進行した。 

 

３  協議事項 

令和５年度まちづくりを考える懇談会のテーマについて 

事務局から標記の件について添付資料に沿って説明があった。 

懇談する内容については、役員会の通り「中山間地域の交通手段」をテーマに

する方向でまとまった。 

意見等（○意見・質問、⇒回答） 

○乗り合いタクシーの内郷地域の意見について市は会議等では吸い上げているの

か。 

⇒市で行っている相模原市地域交通活性化協議会にてそうした話が出ているとは

聞いていない。 

今出ている課題意見については解決が難しいものもある。乗り合いタクシーの

利用者数減少の要因は病院に入院されていた方が外出の足として年間 2000 人ほ

どいたが、コロナ禍の感染防止の為に乗らなくなってしまったことがある。今後、

病院としても乗りタクに乗る人数を段階的に増やしていく予定と伺っているが、

しばらくは戻らないと思われる。 

周辺自治会に乗りタクに乗車してもらうようにお願いしたり、交通政策課にも

乗り合いタクシー運営継続基準の緩和のお願いをしているがいい回答を得られて

いない。 

○詳細なテーマ土地家屋関連について、移住定住という観点で農用地の運用を改

め、活用していく方法について別の機会に考える必要があるのではないか 

⇒役員会では、まちづくり会議の名前で市に対してどのように意見していくか検

討してすることとした。 

○市の交通機関について、交通所管課は路線バス事業者の意向ばかり考えている

節があり、乗りタクの延伸等の運用の変更を行う様子がない。 

⇒乗りタクの運行条件は運輸局への申請や警察との調整があり、市民の要望を直

接かなえることが難しい側面がある。 



市としての意思決定も相模原市地域交通活性化協議会で決める内容もあり、地

元の人が参加していない会議でケースも多く、地域の実情を把握しきれていない

ことがある。 

○菅前総理がライドシェアに言及していることもあり、地域交通の担い手に将来

的になりうると思う。 

⇒補足として交通政策としては三ケ木～相模湖の路線バスは赤字になる路線であ

り、できる限り本数を減らしていくという考えになる。市としてはその補完とし

て乗合タクシーという施策を講じている。 

○住民の目線から物を考えるというのは大事だ。もう少し積極的な発言や提案を

しないと地域からどんどん人がいなくなってしまう。テレビなどで過疎地の取り

組みを見ることが多いが、お役所に頼らない民間の知恵や力を集めて物を進めて、

そこに公共の力、金を集めるように進めている。抽象的ではあるがその部分が相

模湖には足りていないのではないか。 

 

４  各部会等からの報告 

○各専門部会長から各専門部会の取組状況について説明があった。 

・産業・観光専門部会の中里部会長からダムカレースタンプラリーの進捗につい

ての報告があった。 

・子ども・若もの専門部会の河津部会長から前回まちづくり会議から特段動きは

なかったと報告があった。 

・地域ケア会議の遠藤委員から会議の内容について別紙の通り説明があった。 

 

５  その他 

・事務局より小原地域の取り組み状況について別紙のとおり報告があった。 

・森久保副代表より相模湖芸術文化のまちづくりの活動について 8/25 に県知事

に面会することを報告した。 

 

６  閉会 

  ○森久保副代表による閉会 

                         

以  上 



 

第 86 回 相模湖地区まちづくり会議 全体会 次第 
 

日 時 ： 令和５年８月２４日（木）・19 時～ 

場 所 ： 相模湖総合事務所３階 大会議室 

 

１． 開 会 

 

２． 代表あいさつ 

 

３． 協議事項等 

令和５年度まちづくりを考える懇談会のテーマについて 

 

４． 各部会等からの報告 

 

５． その他 

 

６． 閉 会 

 

 

 

 

 



 

相模湖地区まちづくり会議役員会 結果報告 

日時 ８月１７日（木）１９：００～ 

 

○結果 

令和５年度まちづくりを考える懇談会のテーマについて 

＊事務局から、標記の件について添付資料に沿って説明があった。 

 懇談する内容は、「中山間地域の交通手段」をテーマにする方向でまとまった。 

今回話した内容をまとめて全体会に提出し協議することとなった。 

意見等（○意見・質問、⇒回答） 

（１）大枠のテーマについて 

○大枠のテーマが「中山間地域の人口減少に伴う～」となっており、人口減少に歯止めをかけるとしているが、

人口減少は食い止められないので、人口が減少してもコミュニティを成立する方向で考えたほうが良いので

はないか。 

（２）詳細なテーマについて 

〔土地・家屋関連〕 

○内郷は青地（農業振興地域内農用地区域内農地）がほとんどであり、農地以外の利用が難しくなっている。

土地の利活用をより活発にするためには、青地をまとめて白地（農業振興地域内農用地区域外農地）にする

ことができるような手続きについて話すことはできないか。 

⇒この問題については実際に相模湖の移住定住が進まない理由だと思われるが、農振除外の手続きについては、

県の所管の事務であり、市の懇談会で話しても返事をもらうことは難しいだろう。 

○藤野も人口は減ってるとはいえど歯止めをかけている。交通の便で言えば藤野は相模湖以上に悪い。その手

法をまねるべきではないか。 

⇒藤野への移住者の一因としてシュタイナー学園の存在は大きい。藤野の空き家の利活用についても権利関係

が複雑なものを避けて、オーソドックスな物件を取り扱っている。現在照会できるような空き家はなく上野

原を紹介しているようである。 

○藤野で活発に動いている空き家の利活用を相模湖でもやりたいという考えはあるが、相模湖の住民は家屋、

土地を売り渋る、貸し渋るように感じる。相模湖への移住という需要はあるように感じているが、相模湖に

伝手がある人でさえ、物件をなかなか見つけることができなかった。相模湖に不動産業者は３～４件あるが

そのような事情もあって地元相模湖の物件をほとんど取り扱っていない。この状況で移住定住というのは難

しいように感じる。 

○シュタイナー学園の需要を相模湖に引っ張ってくることはできないか。 

⇒地理的には上野原の方が近いため、相模湖に引っ張ってくるのは厳しいと思われる。 

〔交通関連〕 

○日々の生活の中で不便なことで例えば交通の便などがある。大垂水にトンネルを掘れば便利になる。 

⇒国が昔計画をあきらめているから難しいだろう。 

○神奈中があるから市の様々な乗りタクなどの交通支援が制約を受けている。神奈中にバスの運営を任せるの

ではなく市が直営で地域交通を担うことで地域の声を反映した交通網の構築ができるのではないか。 

⇒できる、できないは別として議論の俎上に挙げてみたい。小型のバスをつかって地域を循環するバスを検討

したい。 

⇒将来のビジョンを懇談会にて語ることは可能だがビジョンのみを語るのはやめた方がいい。ある程度は今の

取り組みについて語る必要はある。 

●「中山間地域の交通手段」というテーマで買い物支援、通学、医療支援など交通手段を検討することは重要

である。これを詳細なテーマとして全体会に諮ることを承認された。 

 



まちづくりを考える懇談会のテーマについて 

 

大枠のテーマについて 

「中山間地域の人口減少に対応した住みよい環境づくりについて」 

相模原市では令和 5 年 6 月 2 日に令和 2 年国勢調査を元に 2070 年までの将

来人口の推計を発表した。 

その中で相模湖は 2020 年の人口 7695 人から 2070 年に 1683 人まで減少する

という推計が発表された。 

また 2025 年の推計人口 7110 人で、2023 年 4 月の人口が 7,200 人程度という

数字が出ており、推計以上に厳しい状況となっている。 

この人口減少に歯止めをかけることは難しく、人口が減っても地域として存

続することができるようなまちづくりを行っていくべきである。 

その中でより具体的な話をするために枠を絞ったテーマを設定する。 

 

詳細なテーマについて 

「相模湖地区の交通支援の在り方について」 

⇒相模湖地区では吉野・与瀬地区、内郷地区で乗り合いタクシーを運行しており、

移動の足が無い方が安心して移動できる取り組みについて乗り合いタクシー運

航協議会において検討している。 

近年は、コロナ禍以後利用者が減少し、令和 4 年度においても利用者が戻ら

ず、内郷地区では運航継続の利用者を下回り減便や廃止が検討される状態が続

いている。 

また、地域唯一のタクシー会社も令和 4 年１２月に廃業し、津久井地区のタ

クシー会社に対応いただいているが、人手不足の影響により利用者にとって満

足度の高い運用となっていない状態が続いていると考る。 

さらに、帝京大学の移転以来、路線バスの本数も減便となっており、利便性が

大幅に低下した状態となっている。 

このような状況を解決するため、乗合タクシー利用者の更なる促進策や交通

手段のあり方について懇談を行う必要があると考える。 



⇒担当課については交通政策課等 

 

乗りタク運営協議会等であがっている乗り合いタクシーの課題等について 

・予約なしで利用できるような運行方法にしてもらうことはできないか。 

・循環バスのような運行方式にすることはできないか。 

・相模湖駅まで延伸することはできないか。 

・日赤まで延伸することはできないか。 

・無料チケットなどを発行し利用体験をするのはどうか。 

・最終便が 15 時と速いため、診療所に行くことができても帰れない時がある。 

・現在乗り合いタクシーは少人数のヘビーユーザーに支えられており、新規利用

者の獲得が不可欠の状態となっている。 

・回数券を発行して小銭を集めることの不便さを解消することはできないか。 

・乗り合いタクシーを買い物支援の一環として「買い物ツアー」に利用すること

はできないか。 

・乗り合いタクシーを小中学校の登下校に利用することはできないか。 



ｖ 
１．地域の実情に見合った子育て支援等について 
・放課後の子供の居場所づくりについて 
・過少規模校のあり方について 
２. 相模湖の観光資源について 
・令和元年被害市日本台風以後の復旧がひと段落したこと
への PR 
・市民の森計画について 
・ダムを通じた他地区との連携 

１地域の実情に見合った子育て支援等について 
・放課後の子供の居場所づくりについて 
・過少規模校のあり方について 

２相模湖の観光資源について 
・令和元年東日本台風以後の復旧がひと段落したこと 

への PR 
・市民の森計画について 
・ダムを通じた他地区との連携 

令和４年度まちづくり懇談会 

※上記の内容については、昨年度取り扱ったものや、現在市や外部の団体で議論されているもので

あるため取り上げづらい。 

「相模湖地区の交通支援の在り方について」 

・ダムカレーの取り組み 
・小原の郷を軸とした地域振興 
・相模ダムリニューアルに伴う観光

振興 

・小中学校の望ましい学習環境のあ
り方意見交換会の立ち上げ 

・中山間地域の医療方針に係る基本
方針の検討 

・買物支援⇒地域ケア会議 
・乗合タクシー⇒運営協議会、交通

政策課 

相模湖地区に関連した取り組み 

観光振興 学校・教育 

持続的な医療対策 高齢者支援等 

「中山間地域の人口減少に対応した住みよい環境づくりについて」 

テーマの大枠 

テーマの詳細 

令和５年度まちづくり懇談会のテーマについて 

相模湖地区では地元の足の利便性が大幅に低下した状態

となっている。 

このような状況を解決するため、乗合タクシー利用者の更

なる促進策や交通手段のあり方について懇談を行いたい。 

先日提示した、2070 年までの人口推計資料より設定 ｖ

ｖ

説明 

説明 














